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 Pd(0)触媒存在下、sec-アルキルアルデヒドとビニルエポキシドをDMSO溶媒中で反応すると、

アルデヒドの α炭素上で親電子的アリル化が進行し、6-ヒドロキシ-4-ヘキセナール１が得られる

(式 1)。更に１を Pd(0)触媒とトリエチルホウ素共存下で反応すると、分子内求核的アリル化反応

が進行し、2-ビニルシクロブタノール２が得られる(式 2)1。 
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 ジフェニルアセトアルデヒド等の比較的酸性度が高いアルキルアルデヒドにおいては、one-pot

で双極的アリル化反応が進行し、2-ビニルシクロブタノールをシス選択的に与える(式 3)。 
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